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葉が色づいてきて、冬の準備がはじまったのを感じます。新型コロナウイルス感染

症は少し落ち着いてきて、通常の生活が少しずつ戻りつつありますが、空気が乾燥

し、インフルエンザも流行り始める頃です。引き続き、マスクの着用、手指の消毒

を続け、感染防止対策をしましょう。 

 
１． 年末たすけあい募金及び赤い羽根共同募金について 

本年度は同時になってしまいましたが、募金活動にご協力お願いします。 
各ご家庭に募金袋を配布します。 
１１月２８日(日)までに各班の評議員さんのポストへの投函をお願いします。 
領収書が必要な方は、各班評議員さんに申し出てください。 
 

２． １１月２１日(日) 地域防災拠点訓練について 
本年は、感染防止のため、第一公園での訓練は行わず、役員、防災理事さんの
みが地域防災拠点（川和小学校）へ行き訓練を行います。 
 

３． 防災担当より、火災が多く発生する季節となりました 
初期消火箱（消火栓を使用した消火をする器具が入っている箱）、消火栓の使
い方についてホームページに記載しました。 
また、地震発生時の１０のポイントも記載しています。 
■ 備蓄用ビスケットを各戸配布します。 
 

４． ものづくり体験イベントを開催しました 

本年、当自治会では、コロナ禍で活動ができなかった子供たちに故郷の思い出

作りや絆づくりの為、区役所の「自治会の絆づくり、地域活性化、諸問題解決

の為のコミュニティ応援アドバイザー（専門家）の派遣事業」を利用して、イ

ベントを行いました。 

当初８月に予定していましたが、コロナの感染が広がり始め、台風も来るなど、

延期して、ようやく１０月３０日(土)に開催することができました。 

都筑区役所地域振興課、コミュニティ応援アドバイザー蟹江さまをはじめとす

るメイドインつづきの川和町の地元企業さまにご協力をいただきました 
  ㈱山星製作所  真野さま 
  豊住曲硝子㈱  豊住さま 
  ㈱コートテック  米田さま 
子どもたちには、ものづくりの体験や、地元川和町の企業を知る良い機会にな
りました。子供たちの活き活きとした顔が印象的でした。 
自治会、子ども会にとっても今後のイベント開催の参考になりました。 
（紙面版の裏面にイベントの様子を掲載しています。） 

都筑ヶ丘会報 
発行 

都筑ヶ丘住宅自治会 

奈良岡一男 

編集部 令和３年 1１月号 


